


 

て、同じく科研費研究で行われた AR 技術の成果をもとにして、実際の実演を動画で紹介することで直観的に

その利点を示した（図１）。 

また受講生に自ら活動をさせるため工夫とし

て、本来であれば所属機関にて実験を体験しても

らうことを計画していたが、感染症対策としてオン

ライン講座としたため、各家庭でも簡単にできる実

験を紹介することで受講生の自発的な興味・関心

の維持を図った。 

事務としてはオンライン講座への変更に伴う受

講生への細かな連絡や、協力学生への謝金支出

に関する業務を担当頂いた。特に、学生の謝金申

請における注意事項について、月に１回の定期説

明を学生にして頂いた。 

新型コロナの社会情勢から、当初予定していたオ

ープンキャンパスや学校訪問を利用した広報活動

については実施ができなかった。 

動画配信について、協力学生への配慮として、パ

スコード・期間限定・閲覧者固定を設定したものの

完全には動画の複製を防ぐことはできないことか

ら、協力学生と相談を繰り返した結果、２２日～２６

日のオンデマンド型の動画配信では学生の顔が映

らないようにし、２７日のリアルタイム型の質問対応

のみ顔を映して回答する方式を設定した。 

従来の対面型の講座では、簡単に識別ができる

液中にあるガラスを見つけるクイズが、オンライン講

座ではカメラの解像度や通信速度等によって見分

けづらく、何度も撮影し直しをしても見えにくいことが

課題であった。照明やカメラ解像度等も含めた工夫

が必要といえる。 

オンデマンド型の講座のメリットとして、受講生が

何度も動画を見返すことができることや、受講者か

ら質問を事前に受け取れること、質問時間を事前に

割り振ることで受講生の待ち時間をなくせることが

あると感じた。 

今後は、R２年度～R５年度で進めている科研費

基盤 C の結果も取り込んだ講座へと発展できれば

と考えている。 

図２ リン酸カルシウムスラリー中に、分散剤

を添加し徐々にスラリーの透光性が上がって

いく様子 

図３ リン酸カルシウム透明体の作製に重要な

固体の屈折率と液体の屈折率の関係について、身

の回りの液体とガラスで実演をしている様子 

図１ AR 技術を用いて使用した施設の紹介をし

ている様子 


